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全国保証とは 中期経営計画（2017/4-2020/3）

特長・強み 業績・株主還元

～事業概要と中期経営計画～

 住宅ローンの連帯保証を引き受ける会社
・住宅ローンは借入金額が多額で、返済期間も
長期となるため、お客様（借入人）が連帯保証人
をたてることなく、代わりに、保証会社が
連帯保証を引き受けることが近年では一般的

 お客様（借入人）と金融機関双方にメリット
あるサービスを提供
・金融機関も信用力のある保証会社があることで、
安心して融資が可能

 保証債務残高積上げが安定した収益拡大に
・返済各年の保証した金額分を少しずつ収益計上

 国内唯一の独立系住宅ローン保証会社
・住宅ローンの保証会社は、特定金融機関のみと

提携する金融機関系が多数だが、全国保証は
国内唯一の独立系住宅ローン保証会社

 住宅ローン保証事業でトップ地位を確立
・事業基盤とネットワークを最大限活用し
地域社会発展に貢献

 Best route to 2020 : 4th Stage
・保証債務残高No.1の企業を目指す
・2020年3月末保証債務残高13兆円、シェア8%

 基本方針
①事業規模の拡大（住宅ローン保証事業）
・未提携金融機関の新規獲得、既存シェア向上
②企業価値の向上
・信用力の向上と確固たる地位の確立
③事業領域の拡大（長期的課題）

・住宅ローン保証事業と相乗効果を生み出す
新事業を検討（M&Aなども活用）

 独立系大手
・住宅ローンの保証会社は、特定金融機関のみと
提携する金融機関系と独立系に二分され、
当社は独立系大手

・提携金融機関数752機関（2018年9月末）

 堅調な実績
・保証債務残高12.2兆円（2018年9月末）
・保有契約件数74.8万件（同上）

 金融機関へ保証業務のサポートを実施
・説明会・相談会の実施、営業活動のサポート

 精度の高い審査
・35年超の審査ノウハウ、豊富なデータを活用、
精度の高い審査で、延滞割合は低位

 順調に拡大する業績
・保証債務残高の堅調な伸長と代位弁済金額の
低位な推移により、業績は順調に拡大

・2018年3月期（実績）
営業収益39,599百万円：営業利益31,179百万円

・2019年3月期（予想）
営業収益41,750百万円：営業利益32,020百万円

 安定的・継続的な配当を実施
・内部留保は保証事業の信用力向上のため必要
・2018年3月期（実績）

配当金80円、配当性向24.9％
・2019年3月期（予想）

配当金82円、配当性向24.9％

 保有期間に応じた株主優待品を提供
・クオカード又は特産品等の商品カタログギフト

本資料は、フォーラム開催日の2018年12月15日現在の情報に基づいて作成されており、その後の業績動向等を反映したものではないため、明示、黙示に
関わらず内容の正確性あるいは完全性について保証するものではありません。
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